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は じめに

　 「多情」 とい う詩語は 中晩唐の
一
群の 詩人に よ っ て好 ん で 使われ定着 した用語だ が

， それ が

唐文化 の 成熟 ， ある い は爛熟 の 後に当 る とい うこ とは こ の 語 の イメ ージ を考える 上 で 示唆 的で

ある 。

　 「情」 の 語は記載文献 の 始 ま りに已 に見え ， 「有情」 「無情」 もその 時期 に 遡れ る 。 しか し
，

「多情」の 語が現れ るの は六 朝 も末， そ の定着は中唐 をまつ
。

　経書 に 見えた 「情」の 語が次第 に多様化 して い き ， そ の頂 点を示す 「多情」 の 成立 が中唐 を

まっ と い うこ とは
， 「情」の 語義の 展開， 人 間 の 感情世界の 豊 富化 とい うの は意外に 長 い 時間

を経て い る こ とを示 して い る 。 分化の 中で 次第に析出され て きた もの は
， 本来 「情」 自体の 中

に 包含 され て い た と も言 え よ うが
， それを意識化 し て い くの が

， 精神史 の 深ま り， 豊富化で あ

ろ う。そ うした様相が こ の 「情」の語義の 展開，「多情」の 成立 に見 られる と思 う。

　い さ さか 図式的に 「多情」 と い う語 を考 えて み る に ，まず 「情」 と い う語彙が原点 に据 えら

れ，そ の 有無 を問題 として ，更 にそ の 多少 に着眼し て ，「多情 ・有情 ・
情

・少情 ・無情」の よ

うに 縦
一

本線の 上 に表示 され よ う。 実際 に もこれ ら の 語の 表れ方は その 順 を と っ て きた 。

　そ の 原 点に据えた 「情」の 語の 由来 は古 く， 先秦諸子百家 の 時代 に人の 本性 を見 つ め た 二 人

の 儒 家 ， 荀子 ・孟子 に そ の 典型 的用例 が 見 えて い る 。 「有情1 「無情」 もま た用藷 と して は
，

『詩経』， 『礼 記』など経書 に 已 に見 える 。 しか し 「多情」の 語が詩史に確め られ る の は
， 六朝

に わずか
，

そ の 定着は更に 下 っ て 中唐以後 とな る 。 以 下 こ うした展 開の 跡 をた ど っ て
，

「情」

に まつ わ る詩語 を考 え ， 「多情」 の 成立 を探 っ て み た い 。

一
， 倫理学 ・詩歌原論の 基底 としての 「情」

『漢語大詞典』は 隋 」の 第
一

義を 「感情」 として ， その 典拠に 『苟子』正名篇の 「性之好，
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悪 ・喜 ・怒 ・哀 ・樂謂之情」 を挙 げて い る 。 また
， その 第二 義に 「本性」 と して 『孟子』告子

篇上 の 「乃若其情，則可以爲善矣 ， 乃所謂善也 。 」を引き， 兪越 の 『群経平議1孟子二 の 次の

解釈 を示す 。 「蓋性 ， 情二 字 ， 在後人言 之 ， 則區以別矣。 而在古人言之 ， 則情即性也 ……孟子

以 惻隱爲仁 ，
羞悪 爲義 ，

正是以情見性 。 」と 。

　辞書は第
一
義 と第二 義に こ れを分か つ が ，性の 表れ とい う意味で は表裏の 引用で ある 。 苟子

は 「好 ・悪 ・喜 ・怒 ・哀 ・樂」 に は節度ある べ しと倫理の 規制 を考え ， 孟子は 「惻隱の 情」や

「羞悪 の 情」 に表れ る善な る性を顕 現すべ しと して
，

二 者 の 性説は性善 ・性悪の 二様に分か れ

て行 くが ， ともに性の 表れ として の 感情の 異 な っ た面 に着 目して い たの であ る 。

　それが人間に 生 まれ なが らに備わ っ た本能で あ る とい うこ とは
， 『礼記』礼 運篇 に 「何謂人

情，喜 ・怒 ・哀 ・
懼 ・愛 ・悪 ・欲，七者弗學而能 。 」とい う。

　韻字 によ っ て 配列 された詩語辞典 『佩文韻府』の 「情」 の 語の 用例は
， まず 「性情 ・六情 ・

人情 ・七情」の 順 に並べ られ て い るが
， 「情」は本体 とと もに い えば 「性 情」， 荀子 の よ うに数

えれば 「六情」， それが人に属する もの で あるか ら 「人情」， それ を 『礼記』は 「七 情」とも数

えた 。
い わ ば詩語辞典の 冒頭 を占め る語彙は

，
い ずれ も倫理 の 基底 を考 えた思索に 発す る語 で

ある 。

　そ の よ うな人間 の 本性 ，そ の 表れ として の 感情 とい う意味で ，思 索の 中で 使わ れて来 た 「情」

とい う語 は ま た ，「詩 とは何 か」 と い う文学 の 基底 を考 える に も大 きな役割 を果 し て きた キ

イ
・
ワ

ードで あ る 。

　 『詩経』三百篇 を もとに詩歌原論 を組 み立 て た 「毛詩大序」は 「情」 を詩発生 の 根源 と見て

次の ように い う 。

（
一
）詩者志之所之也 。 在心爲志 ， 發言爲詩 。 情動於中 ， 而形於言 。

（二 ）情發於聲 ， 聲成文 ， 謂之音 。

（三）吟詠情性以風其上 ，……故變風發乎情，止乎禮義 。 發乎情民之性也 。

　 （
一

）は詩の 言葉の発 生 を，（二 ）は歌 わ れ る詩の 音 の 発生 を，そ れ ぞれ 「情」 にお い た 。

（三 ）は詩 の 諷刺 と して の 政教上の 効用 を説 き ， 国風諸篇は民の 情に発する と した 。

　 「詩は志 を言 う」とい う考え方は已 に 『書経 』虞書 ・舜典，『礼記』楽記篇 ， 『苟子』儒効篇

に も見 え， それ ら先行儒家文献の 上 に 立て られた詩歌原論 で ある が ， 「情が 中に動 い て 言 に 形

わ れ る」 と詩を感情の 発露 ， 顕現にお い た の は 「毛詩大序」に始 ま る
。 それ が示 した 「詩 は 志

を言 う」， 諷刺が 政教 を助 ける と い う儒家 の 効用説は
， 歴代 の 文学論 に よ っ て次第に そ ぎ落 と

されて ゆ くが，詩が 陦，情性 の 発露，顕現で ある とい う見方は，そ の 後 も詩論 の 中核を占め続

ける 。

（
一

）詩縁 情而綺靡，賦體物而瀏亮 。 厂詩は情 に縁 りて綺靡に し，賦 は物 を体 して 瀏亮にす 。 」

　 （陸機 「文賦」）

（二 ）詩者，持也，持人情性，……人稟七 情，應物斯感，感物吟志，莫非 自然 。 「詩とは持

　 な り， 人の 情性 を持するな り，

……人は七情 を稟け ， 物に応 じて斯に感 じ， 物 に感 じて

　 志 を吟ず 。 自然 に非 るは な し。」 （劉鰓 『文心雕龍』 明詩篇）
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（三）氣之動物，物之感人 。 故搖蕩性情，形諸舞詠 。 「気 は物 を動か し
， 物は人 を感ぜ しむ 。

　 故 に性情 を揺蕩 し，
こ れを舞詠 に形 わす 。 」 （鍾蠑 『詩品』序）

　陸機は詩が 「情」に よる こ との み を言い ，劉鰓は 「情」の 発露に 「物に感ずる」 とい う契機

を考え，鍾蠑は更 に エ ネル ギーの 根源 として の 気 と物 の変化 と情の感応 の 関連を考え て い る

が ，
い ずれ も 「情」「七情」「性情」 の 発露 ， 顕 現を詩の 基底 と考えて い る 。 三者の 「詩 とは何

か」 とい う考えの違い は こ こ に引か な い 部分 を含め て考 えね ばな らな い が ，詩歌原論の 共通 の

キ イ
・
ワ

ー ドが 「情」で あ るこ とは十分 に見て とれ よう。

　以上 に 見 た と こ ろは い ずれ も思索 ， 理論の用 語 と して の 「情」 で あ っ て
， 倫理 の 基底 を考 え

た用語が ，詩歌原論にお い て もい か に重 く考えられ て きた か を知 り得 るが
， そ の 「情」 の 語が

些か の 陰影を ともな っ て 作品の 中で
， 詩語と して は どの よ うに使 わ れ て 来 た の だ ろ うか 。

二
， 『詩経』『楚辞』に見 る 「情」

　古代文学 に お ける 「情」 の 語の 使用例 を見る に
， 『詩経』 に は 「国風」諸篇 に諸 国の 人々 の

様 々 な感情が 歌わ れる に も拘 らず ， 隋 」字そ の もの を使 うの は次の
一

例 の みで あ る。

子之湯兮

宛丘 之上兮

洵有情兮

而無望兮

子 の 湯た る

宛丘 の 上に
まこと

洵に情あ り

簟る る こ となし

（陳風 「宛丘」）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 きみ

　 「歌垣」の 行われ る宛丘 に舞 う子の 舞姿が ， ま こ と に 「有情」で あ り忘 れが た い とい う白川

静氏 の 読みが最 も納得 される 。

ω
「有情」 とは い か に も情あ りげ とい えば ， 感情が こ もっ て い

る こ とを言うだろ う。 そ れ を更に言 えば 「風情 あ り」 とい うこ とに もなろ う。 現存の 『詩経 j
に は

，
こ の 他者の 姿を描写 した 「有情」以外 ， 自ら の 心情 を 「情」 字 を使 っ た語彙で 示 した も

の は 一例 も見 られない 。 「悠哉悠哉」 （「関唯」）の ように感情を直叙 した もの や ，「憂心仲仲」

（「草蟲」）や 「我心悠悠」 （「泉水」）の ように心の 状態 と して い うもの は数多 くあるが
， それ を

「情」 と して 客体化 した表現 は まだ見 られない の で ある。

　それ に くらべ て ，綿々 と して憂国の 情を述 べ た 『楚辞』 に見 える 「情」字 の 用例 は
，

ほ とん

どが 「わ が胸の 思 い 」 として の 「情」 と言 っ て よ い
。 そ れ も屈原作 とされ る もの に限れば 「離

騒」 （六例 ）「九章」 （十五 例）に集中 して い る 。 その 表れ方 は懐王 に理解 されぬ思 い を述 べ た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ が

「離騒」， 「九章」の 主題 に対応 した もの で
， 「情」 と い い

， 「中情」 とい い ，「余情」 とい うが
，

い ずれ も 「わが胸の 思 い 」に他な らな い
。

  「情」 （十
一

例）

　情沈抑兮不達兮　情沈抑せ られ て達せ ず

　又 蔽而莫之白　　又 蔽われて之 に宥か にす るな し
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　 （「九章」惜誦）

  中情 （五 例）

　薹不察兮余之中情兮 　鑿祭中情 を察せ ず

　反信讒而齋怒　　　　反 っ て 讒を信 じて 齋怒す

　 （「離騒」）

  余情 （こ 例）（「朕情」
一

例 ）

　苟余情其信跨以練要兮 簡
く

も余情宿に騫しく練要ならば

　長頗頷亦何傷　　　　　 長 く頗頷する も亦何ぞ傷 まん

　 （「離騒」）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ が

　 「沈抑され て達 しな い 」情は屈原の 情で あ り，そ れ を明示すれ ば 「余情」 とな り，そ の 所在

が心 中であ る事をい えば 「中情」 となる 。

　 『楚辞』中の 屈原作 に見 られ る 「情」の 用法 は十
一

例 を数えるが ， その うち四例 は 「情」を

「質」 と並 列させて い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま こ と

情與質信可保兮　情と質と信 に保 つ べ し

（「九章」思美人）

恐情質之不信兮 　情質の 信ぜ られ ざるを恐 る

（「九章」惜誦）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いだ

懐質抱情　　　　質を懐 き情 を抱 く

（「九章」懐 沙）

　荀子 ・孟子 の 倫理 学で 考え られ た 「性」 と 「情」の 関係が
， 独自に 「質」と 「情」 とい う語

で 捉え られて い る 。 荀子
・孟子 の 「情」の 本体 を考 える見方 は屈原 に もあ っ た と い える 。 ちな

み に王 逸の 注 に は 「情は志 な り，質は性な り。 」 とある 。 『詩経1 の感情の 直叙 ，本体
・
現象未

分の 「心」 「我心」で 捉えられた感情の 段階か ら一歩進 んだ相が見 えて い よ う。

　また 『詩経』に も 『楚辞』に も見えな い 「無情」の 例 は，『礼記』大学篇に 「無情者不得蠱
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま こ と

其辭」 （情無 きもの は其の 辞 を尽 くす を得ず 。 ）とあるが ，
こ れは 「心情 に実 なきもの は （裁判

の 席で ）十分な説明が 出来な い
。」とい う意味で ある 。 「無情」に つ けた鄭玄の注は 「情猶實也」

とい うが ， 屈原流 に い えば
， 次 の 句 となる 。

言與行其可迹兮　言 と行と真れ迹つ く苛く

情與貌其不變

（「九章」惜誦）

　 　 か お

情 と貌と其れ変 らず

　 「真実で あるか ら私の情と顔色 は一
致して変わ らない

。」 とい うの は，『礼記』の 「無情」 と

反対 の 「有情」 （「情 に 実あ り」） の描 写 と もい える 。 こ れ もまた 「わ が 情 と貌」 で あるが ， 十

一
例の うち必ず しも 「わ が情」 と見 られ な い 他の 二 例は こ うした 「実あ る情」の 意で使わ れ た

例 で ある 。
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情寃之 日明兮 　情寃筧わる る こ と 日 に 明 らか な る
，

如列宿之錯置　列宿 の 錯置す るが如 し

（「九章」惜往 日）

萬變其情豈 可蓋兮　万変する も其の 情豊に釜うべ けん ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 いつ く　　　　　　　　　　　 ひ さ

孰虚偽之可長　　　孰んぞ虚偽の 長 しかる べ けん

（「九章」悲 回風）

　 『礼記』が 「無情」とい う語で提示 した 「情」の 「実」の
一面は こ こ に もは らまれ て い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あらわ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うち

　また，「毛詩大序」は 「情 中に動 きて 言 に形 る」 と詩の 発 生 を説い たが ，そ の 理論 の 言 葉に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わが

先駆 けて，表現の 現場 を 「余情」 に即 して 自述 したの が 次の 用例で ある 。

結微情以陳詞　　微情 を結び て 以 っ て 詞 を陳 べ
，

矯以遺夫美人　　矯げて 以 っ て 美の 美人 （主君）に鬟る
。

　 （「九章」抽思）
　 　 　 　 　 　 　 　 こ こ　 　 　 　 　 　 　 つ ら　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

茲歴情以陳辭兮　茲 に情を歴 ねて以 っ て辞 を陳ぶ る も，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いつわ　　ろ う

孫詳聾不 聞　　　孫 （君）詳 り聾 して 聞か ず

　 （「九章」抽思）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ き

願 陳情以 白行兮　情 を陳べ て 以 っ て行な い を白らか にせ ん と願 うも，

得罪過之不意 　　罪過 を得 ん とは慧わ ざりき 。

　 （「九 章」惜往日）
　 　 　 　 　 　 　 　 い た 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う れい
惜誦 以致愍兮　惜 み 誦 して 以 っ て 愍 を致 し

，

　 　 　 　 　 　 　 いきどS

發憤 以杼情　 　憤 りを発 して 以 っ て情 を杼 ぶ

　 （「九章」惜誦 ）

　 　 　 　 　 　 　 うち　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ らわ

い ずれ も 「情中に動 い て言に形る」表現の 現場で あ り，自己の 制作の 動機 を語 っ た次の 句な

どは
， 「毛詩大序」 の 説 を明確 に 導 くもの と思 う 。

介眇志之所 惑兮 介た る眇志の 惑 う所
　 　 　 　 　 　 　 　 ひそ

竊賦 詩之所明　 竊か に詩 を賦 し て 之れ明 らか に する 所な り

（「九章」悲回風）

　屈原の 「情」の 用法には巳 に苟子，孟子 の 本体 と現象の 分析があ り， 『礼記」の 「無情」に

見える 「情」 の 「実」 と して の 一面 を宿 し ， 「毛詩大序」の 詩発生の 原理 を導 くもの で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わが

ただ
， 芳草 に借 り， 歴史に借 り， 神話に借 りて繰 り返 し述 べ られ る 「余情」 は

， その 高潔 に の

み焦点の 当 て られ た情で あ り，い まだ情の多面性を展開す る もの で は な い
。

　以上 で 屈原 の 「情」 の 語彙の あ り様が示せ た と思 うが ， 「天間」 に
一例 だ け 「情欲 」の 意の

用法が 見 られ，後に 「情」の 語彙の 重要な
一

翼 と して現 れ る含意が示 されて い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き よ く　　 あ つ

何繁鳥萃棘　何 ぞ繁鳥の 棘に萃 まれる に
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほしい まま

負子肆情　　子 を負 える に情 を肆 にす るや

（「天間」）

　王 逸の 注 に よれば
， 晋の 大夫解居父が陳の 墓門を通 りかか り，子を背負 っ た婦人に挑み か か

っ た が
， 「墓地 とて 人は無けれ ど

， 樹上 に は あん なに沢 山鳥が見て い る で はあ りませ ん か ，
ご

無体 はおや め なされ」 と ， 陳風 「墓門」の 詩を引い て拒絶 した とい う。

 
そ こで 「負子肆情」

を 「子 を負 える に 」 と読 ん だが ， 句作 りか らは無理 な読み で ， 他 の 伝 説に 「子を負 い て情
ほ しいまま

を肆にする」婦人が あ っ た か も知れない
。 と もあれ 「肆情」 を王逸 は 「其の 情欲 を肆 にす」 と

注 して い る
。

　 『礼記』の 「七情」 に は 「欲」が 数え られ
， 許1真 『説文解字亅に は 「情人之陰氣有欲也 ， 從

心青聲」 （情は人 の 陰気に して 欲 ある もの な り
，

心 に従 い 青の 声） とい っ て い る 。 陰気 とは対

象に よ っ て引 き起こ され る とい う消極面 を言 っ た もの だ ろ うが ， 同時 にその 「欲」 に注 目して

い た 。 欲 に は利欲 も情欲 も，分 けて考えれ ば様々 にあろ うが，『漢語大詞典』は 「情」の 第三

の 義を 「性欲，情欲」 と して ，こ の 「天 問」 と王逸注 を典拠 と して い る 。

三 ， 『文選』に見る 「情」

　 『文選』は賦 の 部立て を 「京都 ， 甲」か ら始め
， そ の 十番 目に 「情，癸」を置い て い る 。 そ

こ に 載る作品は
， 宋玉の 「高唐賦」 「神女賦」「登徒子好色賦」曹植 の 「洛神賦」で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ れ

　 「高唐賦」 は先王 が夢 に巫 山の 神女 と出会 い 「枕席 を薦め 」 られ ， 「之を幸」 した とい う神

話 を紹介 して，巫山，高唐の 山容を描い た もの
， 同様の 夢を見た襄王 の た め に，その 神女 の 盛

美 と出合い を描 い た の が 「神 女賦」 で あ る 。

　 「登徒子好色賦」は ， 登徒子に好色 と讒言され た宋玉が ， 絶世の美女の 誘 い に三 年な びか な

か っ た 自分 と
， 醜婦 と五 人の 子をなした 登徒子 とい ず れが 好色か と弁明する賦で ある 。 曹植の

「洛神賦」は巫 山の 神女を洛水の 神女に置 き換えた継承作で ある
。

　 「情」 に は巳 に 「情欲」「色情」が 含意され て い たが
， 『文選亅はあか ら さまな語は使わ ず ，

r情」 の
一

字 をその 部立の 名 と した 。

　こ の 分野 に は神女 を主題 として建安詩人以下 に継承作が見 られ る他，漢の 張衡 「定情賦」，

蔡畠 「静情賦」 など
， 人間界 に絶世の 美女 を構想 して

， 情 を様 々 に蕩漾 させ ， 最後 にその 情 を

定め静め る とい う艶情文学を生み ，その 集大成の 作 として 陶淵明の 「閑情賦」が作 られ た 。

（3〕

い わ ば 「情」の 語の イメ ージ には
， 「情欲」「色情」 とい っ て直接的 にす ぎれば ， 男女の情 ， 艶

情の
一

面が 大きな位置 を占めて い る の で あ る 。 こ とに晩唐の 「多情」 に は こ の イ メージが深 く

投影 されるこ とになるが ， その 源はこ こ にあ る 。

　 『文選」所載の 「情」の 語彙 は
， 熟語 も含 め て 二 七例が 数えられ ， 様 々 な もの が見 られるが ，

「情」の 微妙な相を捉えた表現 と して ，漢 の 武帝の 作 と伝えられ る 「秋風の 辞」が まず思 い 起

こ され る 。

歡樂極兮哀情多　　歓楽極ま りて哀情多 し

少壮幾 時奈老何　　少壮 幾時ぞ老い を い か んせ ん
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　感情の微妙な動 きを捉 えた名句 とい っ て よ く， 七情の 一
つ なが りの

一面 を捉 えて い る 。 物極

まれば則ち転ず と い っ た循環論 の 考え方が 中国思想 に は深 く根づ い て お り， 李善注 に引 く 『列
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き た

女伝』 に は 「陶荅子妻日，樂極必哀來」 （陶荅子の 妻曰 く， 楽極 まれ ば哀必ず来る） と い う類

想も見える
。 しか し，

こ れは理 を い っ た もの で
， 「秋風の 辞」の 句は詩 と し て の 表現で こ の 実

感を深 め て い る 。 感情の微妙な変化 と
， 楽 しさ の うちに 潜む哀 しみ と い うもの が

， 十二 分 に 捉

えられ て い る 。 芭蕉の 「お もしろ うて や が て か な し き鵜舟哉 （鵜飼 とも）」
〔4〕

が 名句で あ る 由

縁 もそ の 微妙を捉 えて い るか らだろ う。 中晩唐 の 「多情」も春 の 遊 び，賞春 の 「多情」 をしば

しば語 るが
，

い ずれ も 「春愁」 と
一

つ とな り， 哀情 の 隠 され た 「多情」で あ る 。

　二 七の例 の 「情」の用例 が見 られ る 『文選』に もまだ 「多情1 の語は見 えな い
。 「多情」に

は 「思 い 多 きこ と」 と解 され る
一

面がある が ， 『文選』で はそれ らの 意 に は
， 「多懐」 「多念」

が用 い られ て い る 。

遠行多所懐　　遠行懐 う所多 し

我心何怫欝　　我心何ぞ怫欝 たる

（曹操 「苦寒行」）

感物多所懷　　物に感 じて懐 う所多 し

沈憂結心曲　　沈憂心 曲に結 ば る

（張協 「雜詩十首」その 一
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お も

征夫心多懷　　征夫心懐 い 多 し

惻愴令吾悲　　惻愴と して吾 を悲 しま しむ

（王粲 「從軍詩」そ の 二 ）

夜幽靜而多懐　　夜は 幽静に して懐 い 多 し

風觸楹而轉響　　風は楹 に触 れ響 きを転ず

（謝恵連 「雪賦」）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おも

傷懷悽多念　　 懐い を傷ましめ悽 と して念 い 多 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

つか 　　　　　　　　 すくな

戚貌瘁而尠歓　　戚貌瘁れて 歓 び尠 し

（陸機 「歎逝賦」）

誰令君多念　　誰か君を して念い 多か ら しめ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い だ

自使懷百憂　　自ら百憂 を懐 か しむ。

（曹植 「贈王粲
一

首」）

　 「多念」 の 二 例 は いず れ も時の 推移 に感 じた もの 。 曹操の 「多所懐」王粲の 「多懐」 は征旅

に感 じた もの 。 張協の 「多所懐」は秋の 訪れ に遠役の 失を思 う佳人の それ で
， 両者 の 要素 が重

なる 。 征旅 ・時の 推移 に悲哀 をい う作 は多 い が ， そ れ を 「多懐」「多念」で い う例 は 『文選』
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で は こ れだ けで あ る 。 謝恵連 の 「多懐」 は雪の 夜の 静けさを感 じた もの で
，

やや新味 を出 して

い る 。

　 と こ ろで 張協は 「物に感 じて懐 う所多し」とい うが ，物に感 じて動 くの が情 の 特徴で あ っ た 。

それは漢の 王充 の 『論 衡』初稟篇な どに も 「情 ， 接 於物而然者也」（情 は物 に接 して 然る者 な

り） と い わ れ て い る し，先に 見た劉鰓 『文心雕龍』， 鍾蠑 『詩品」 に も説か れ て い る 。
こ れ ら

「多念」「多懐」 を引 き起 こ して い るの も 「情」であ る 。 その 目で み れば ， 張協の 「雑詩十首」

そ の 六 の 例 は
， 「多念」「多懐」 と 「多情」をつ な ぐ例 と見 られる 。

感物多思情　　物 に感 じて 思情多 く
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か わ

在險易常心 　　険に在 りて 常心易る

　こ れ は遠行の 情 を言 っ た もの で
， 張協 は 「物 に 感 じ て 」起 こされ る情を 「多所懐」 と も 「多

思情」と も表現 した。語構成か らい えば，「多思情」を約言す れば 「多思」 と も 「多情」 とも

な り， 中唐以 後 に 表れ る 「思い 多 きこ と」 を い う 「多情」誕生 の 契機 をは らん だ表現 とい えよ

う。

四 ， 「多情」の 発端

　 『文選』に は 「有情」 「無情」の 用例 は三 例ず つ 見 える が
， 人 と して の 情の 有無 を い う例 は

二 例 ずつ
，

『礼記』 に見 た
， 実ある情，実 な き情 の 例が

一例ず つ とな っ て い る 。 こ こ に は人 と

して の それ の み見て お こう。

　 　 　 　 　 　 　 　 いぞ

然 苟日有情　然 らば苟し くも情あ りとい わば
　 　 　 　 　 　 た れ 　 　 　 よ

孰 能不懷 　 　孰か 能 く懐わ ざらん

（盧謳 「贈劉現
一
首并書」）

有情知望郷　情あ りて 望郷 を知 る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 くろかみ

誰能績不變　誰か 能 く績変らざ らん

（謝眺 「晩登三 山還望京 邑」）

人之無情　　人の 無情なる

一
何至此　　何 ぞ此 に至 れ るや

（任防 「奏彈劉整」）

將軍獨無情哉　　將軍独 り情無か らんや

（丘希範 「與陳伯之書」）

　 「無情」は両者 とも人 として の 情無 きこ とを責めた もの 。 「有情」に は 「有情→ 孰能不 V 」

と共通の 句 作 りが見 られ る 。 こ れは
， 「人は有情で ある か ら， V せ ざる を得な い の だ1 と い っ
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た もの で
， 「有情」 を人の しかる べ き姿と見て い る 。 だか らこ そ 「無情」は 人 として責 め られ

る こ とに もなる 。

　 「陳伯 に与 うる書」の 引用の 前 の 部分 は，「廉頗将軍が 魏侯 に 信用 され ず ， 趙 の 将 軍に 復 帰

した い と思 っ た り， 呉起 が失脚の 原因とな っ た西河を見て 涙 したの は ，人 の 情で ある 」 と言 っ

て
， それな の に将軍あなたは無情で あ っ て い い もの で し ょ うか と責め た の で ある 。

｛5）

　い わ ば人 は有情なるべ しとい う考えが
，

こ の 「有情」「無情」い ずれ に も反映 して い る 。

　それが当然 の よ うだが，「是非」 を超越 しようとす る 『荘子』的思想か らは ，人は宜 し く無

情 な る べ し とする考 えも ， 中国に はある 。

有悲則有情 　　悲 しみ あれば則 ち情 あ り，

無情亦無悲　　情無けれ ば亦悲 しみ もな し

（阮籍 「詠懐詩」その 七十） （第二 句は一本 に は 「無悲亦無思」 に作る）

　鈴木修次氏に已 に 「有情
・
無情

・
多情」の稿

（5）
が あっ て ， 本稿 もそ の 大枠の 中で書 い て い

る の だ が ， 氏は阮籍 の右 の 句 を引 い て
， 「こ の 考えの 裏 に は

， 人間は有情 の 存在 で ある か ら こ

そお もしろ い の だ
， また

， 悲 しみ とい うの は
，

た しか に 人 間に と っ て不幸なこ と で はあ る とは

い え
， 悲しみ とい うこ とが あれ ばこ そ

，
か え っ て 有情の 存在で ある人間性は い きい きと発揮で

きる の だ
，

と い う認識がある よ うに 思 う。 」 と言 われる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い つ　　　　　　　じんかん　　　　　　　かえり

　 しか し，こ の 詩全体は 「心 を灰に して枯宅 に寄せ なば，曷 くん ぞ人間の 姿を顧み ん 。 始め て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ こ 　　　　　　　　　　　　　　わ す

我難 を忘る るを得て
， 焉 に黙 して 自 ら遣 る る を知 る 」 と結ばれ る詩で

， その 主題は心 を死灰 と

して無情なる べ しとい う。 少な くとも詩の 表面 の 意味は ， 有情なれ とは言わず ， 「無情」の 価

値 を説 い て い る 。

c7）

　また
，

こ うした荘子的見方 を持 っ た 阮籍 は
， 「達荘論」に 性 と情の 関係 を論 じて 「身者 ， 陰

陽之積 （范陳本，梅本，李本作精）氣也 。 性者，五 行之正性也 。 情 ，
遊魂之變欲也 。 」 と記 し

て い る 。 こ こ に も鈴木修次氏は 「情 は欲だ と考 える の は 『説文 」の 説 とか よ うが
， 『遊魂』 と

い う
一

種の テ レパ シ ーの 『変欲』で あ る とす る その 考え方は，独創 的，個性的で ある 。 」 と言

わ れる 。

　 しか し，こ れ もまた 「性
・情」を考え続 けた 中国思想 史上 の発言で あ り，「物 に感 じて 動 く」

と い う
一

面 を捉えて
， 情 は 「遊魂の 変欲」 で あ る と言 わ れた もの と考 える 。 『易』 繋辞 伝 の

「精氣爲物 ， 遊魂為變 。」 （精気 は物 とな り， 遊魂 は変を為す 。 ）とい うの は 身体 と情の 関係 を考

えた もの で
， 阮籍 の 「性 情説」 を導い て そうへ だ た りの ある もの と思わ な い

。

　た だ，阮籍 を画期 の 人 と して ，「入 間に は，そ の 合理 の み で は 割 り切 れ な い 情を問題 に して

詩が あ り文学があ る とい うこ と
，

そ れが人 間を充実 させ て い る の だ 。 阮籍 は ほ とん どそ うした

考えまで 持 っ たの で はなかろ うか 。 人間に おける文学の 存在意義を
， 始め て 自覚的に つ か ん だ

の が，中国にお い て は阮籍で は なか っ た か 。 」 と言わ れ る の は
， 阮籍 の 作 品全体 を ふ まえた論

と して 理解され
， 推服 され る 。

　先の 旬とて，阮籍が 「無情」に徹 し切 れ れば，生 まれ る必 要 もな い の だ か ら，そ の 真情 は字

面の 主題 とは別にある ともい え， 無情 で あ りた い と願 う程 ， 有情 の 悲 しみ は深 く， 作 品その も

の が 矛盾の 産物で あ る 。 そ うした矛盾の 諸相を様々 に取 り出 して みせ たの が 阮籍 「詠懐詩」の
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世界で あ り， 想念 と現実 に引 き裂か れる阮籍の 「情」の 描写には一
段の深ま りが ある 。

五 ， 自然 の 「無情」と 「多情」の発端

　 「有情 ・無情」 に は人 と して の それ とは別 に
， 人は有情 ， 自然 は無情 とす る見方があ っ て

，

唐詩には名句と言える 表現 もある
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た と　　　　　　 あら わ

眼枯即見骨　　眼枯れ て 即 え骨を見す とも
　　　　　　　　　 つい
天地終無情　　天地 は終 に無情 な り

（杜甫 「新安吏」）

永結無情遊　　永 く無情の 遊 び を結 び
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は る

相期遡雲漢　　相い 期す雲漢遡 かなるに

（李白 「月下獨酌」）

　 「無情」の イメ ージ の 頂点 と も言 える句で
， 杜甫の それは

， 壮丁絶 えて なお兵役に駆 り出 さ

れ る年い っ た り若す ぎる 男達の 列を ， 青山白水を背景に涙 も枯れ ，眼 に 穴が あ き， 骨が あ らわ

れ る ほ ど見 つ め て も
，

天地 は つ い に無情 とは
，

比 喩の 領域 を突 き抜けた無言 の 叫びが響 くで あ

ろ う。 また李 白の それは
， 山中に 月 と自分 と影 とが乱舞す る の を無情の 遊 び と言 い

，
雲漢 （天

の 川 ）は る か にそれ を完結させ よ うとする 。
こ れ は もう孤独の 悲哀な どや わ な情緒 を超 えた 月

光 に浮か び上 が る
一

種 夢幻劇 中の
一

コ マ で ある 。

　こ の よ うな名句 を生 ん だ自然 は無情 とい う発想 は 『文選』 には まだ見 えて お らず，類想 は

「天地無心」 （「答盧謳詩」）や 「雲無心而出岫」 （「帰去来兮辞」）の よ うに 「無心」 の 語で 表現

され る 。

　ただ 『文選 』に見えぬ が
，

そ の 編者昭明太子 には恋 の 歌の い か に も軽 い もの だが
，

こ の義 の

厂無情」が見え
， 『玉台新詠』 に引 く 「古絶句」 などがその 先行例 と して ある 。

菟絲從長風　菟絲長風に従 うも

根莖無斷絶　根茎断絶せず

無情尚不離　無情す ら尚お離れ ず
　 　 　 　 　 　 　 いつ く

有情安可別　有情安んぞ別 るべ け ん

（「古絶句四首」）その 三

別觀葡萄帶實垂　別観の 葡萄実 を帯び て 垂れ

江南荳蒙生 連枝　江南の 荳蒄連枝 に 生 ず

無情無意猶如此　無情無意す らなおか くの如 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い たず

有心有恨徒別離　有心有情 に して 徒 らに別離せ んや

（簡文帝 「和蕭侍中子顕春 別四首」）
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　　　昭明の 三 ・四句 目は五 言 を七 言 に したま でで ，言 うこ とは変らな い
。 「古絶句」 は 「風 に吹

　　かれる無情のねな しかずらも， 宿主の 幹を離れない の だもの
， 有情の 私達が別れて なる もの で

　　すか 。」 とい う。 昭明の それ は
， 野の 根 な しか ず ら に 変 えて

， 宮 中に 房 を垂 れる葡萄 ， 枝 を連

　　ねる荳蒄 と珍 しい 植物を綺麗に上 げて
， 同じ詩境を七 言 に示 した もの

。 読み 人知 らずの 素朴を

　　斉梁体に受けた もの とい え よ う。 丁福保は こ の 「古絶句1 を全漢詩 に引 くが斉梁とそ うへ だ た

’

　 らな い 六朝風の 恋 の 歌で ある 。 こ うした恋の 歌 の 言葉遊 びが生 ん だ表現 だが
， 唐詩 の 時代に は

　　様々 に磨か れ て
，

つ い に は李杜の ような深い イメ
ージを結ぶ ように な っ た 。

　　　 「多情」 も同様 に東晋以後 の 呉歌 ， 民 間の 歌謡 に 見 られ ， や は り恋の 歌の 言葉遊 び に 端 を発

　　して い る 。 「有情 ・無情」の 語の イ メ
ー

ジ を様々 に深 めた李杜 もこ の 「多情」の 語 は継承 せ ず，

　　中唐詩人 に よ っ て定着す る 。 次に そ の 発端と思 える詩を見 て み よ う。

春林花多媚，春鳥意多哀，春風復多情，吹我羅裳開　 （「子夜 四時歌」春歌 そ の 十）
O 　　　 O　 O　 O　　　 O 　 O 　　　 O 　 O　　　 O 　 O 　　　 O 　 O

春花綺繍色　春鳥絃歌聲　春風復蕩漾　春女亦多情　愛將鶯作友　憐傍錦爲屏　回頭語夫 婿
ロ　 o 　 ム 　 A 　 A 　　　　o 　 o 　 A 　 ム 　 A 　　　　o 　ロ　 A 　 A 　 A 　　　　o 　 o 　 ム 　 A 　 A

莫負艶陽征 （北 魏　王徳 「春詞」）

悪見多情歡　罷儂不相語　莫作鳥集林 　忽如提儂去　 （宋　隨王 誕 「襄陽 曲」その 九 ）

祇恐多情月 ， 旋來照妾房　　（簡文帝 「夜夜曲」）

　 『文選」に載 らな い これ ら東晋以後の 用例 自体が 「多情」誕生 の 様相を語 っ て い る と思 う。

東晋 の娘子夜が歌 っ た と い う元歌 は伝わ らな い が
， その 曲 に の せ た 「子夜歌」 四十二 首 ， 「子

夜四 時歌」七 十五 首が伝わ っ て い て い ずれ も恋 の 歌で ある
。 「子夜四 時歌」 の 「多情」 は 「春

花 ， 春鳥 ， 春風」「多媚 ， 多哀， 多情」 と歌詞 として の 繰 り返 し とバ リエ ーシ ョ ン か ら生 まれ

た筋道が見 える 。

　 また，「春風 は多情なお 方，私 の ス カ
ー

ト吹 き開 く」 とい う発想は 「子夜歌」に もすで に も

っ と素朴 な形で見 えて い る 。

攬裙未結帯

約眉出前憲

羅裳易飄颶

小 開罵春風

　 　 と b

裙を攬 て未 だ帯 を結ば ず

眉 を約 して前窓 に 出づ ，
　 　 ひ る がえり

羅裳飄颱やす く
すこ　　　　　　　　　　　　　 　　　　 しか

小 しく開けば春風 を罵る

　同 じ替え歌に して も
， 自然な状況の 中に 春風 の 艶な

一
面を捉えた素朴な民歌調で ある 。

こ う

した民歌 の 発想 を捉 えて ，繰 り返 し とバ リエ ーシ ョ ン を三 つ 重ね に した文人調か ら 「多情」 が

生 まれて きた事 は
， 次 の 署名 の ある王徳 の 「春詞」 に も明 らか で ある 。 春風 の擬 人化 に つ い て

い えば，「有情 ・無情」の 対比 で とりあげ られ た根な しかず らな どは本来無情 として も，幹 に

まとい つ く所に有情の 風情を見た か ら取 りあげた の で あ っ て ，それ を進 めれば 「委翠似知節 ，

含芳如有情」（庚肩吾 「詠長信宮中草」）ともな り， 春風多情の 擬 人化 も出て くる 。 ただ その 出
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方が ， 「子 夜歌」 はた くまず して出て い るが ， 「子夜 四時歌」の 「春風復多情」 は語 呂合せ の 言

葉の 遊戯か ら生 まれ て い る 。

　隨王誕の 「襄陽曲」は 「浮気なぬ しに くあい しが に くい 。 わ た しをすて て 　語 ら い もせ ぬ

烏 が林 に 集 まる まえに　はや くわ た しを　連 れて っ て 」 とは た っ ぷ り俗謡調だ が ，
三 句目は

，

先に取 りあげた 「天 間」王 逸注が顔を出 して，い か に も文人が 作 っ た俗謠で ある 。

　簡文帝もこ うした民歌 を受けて ， 「春風復有情 ， 拂幔且 開楹」 （「戯作謝恵連体十三 韻）と詩

の 中に 応用 した り 「夜夜 曲」 の よ うな歌曲で も， 「春風」「春女」 と春情 に発 した 「多情」 を秋

の 月に まで 及ぼ して い る 。 しか し，こ うした工夫 も私の 検索 した限 りで は
， 六朝詩に は こ れだ

けで
， 「多情」誕 生の 様相 を留め て い る に 過 ぎな い

。
こ うして 誕 生 した詩語 「多情」は初唐 ，

盛唐で は ほ とん ど使われ ず ， その意識的継承発展 は 白居 易 ， 劉 禹錫 を待 つ の で あ る 。

六 ， 中唐 に見 える 「多情」

　王 質夫は 白居易に 「長恨歌」の 制作 を勧め て 「樂天 深於詩，多於情者也 」 （「長恨歌 序」） と

言 っ た 。 こ こ に い う 「多於情」 は詩人 として の感 情の 豊か さをい っ た もの で ，中唐の 人は 「多

情」 を六 朝詩の よ うな限定 された 意味で の み は使 っ て い ない 。 『佩文韻府』 は その 早い 例 と し

て 韓愈の 次 の 句 を引 く。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お も

多情懷酒伴　　多情に して 酒伴 を懐 い

余事為詩人　　余事は 詩人 と為 る

（韓愈 「和席八 十二韻」）

　韓愈は 「思 い 多き」席蔓が共に語る酒の 友を求め，酒 の うちに語 り切 れぬ とこ ろが 詩 とな る

と い う。 広 く感情の 豊か さを言 っ た早 い 例 で ある 。 魏晋 の 詩 に は先 に 見 た よ うに 「思 い 多 きこ

と」 を言う語 と して 「多懐 ・多念」が 見えたが ，
い ずれ も征旅 ・時の 推移と結び つ い て そ の 悲

哀を歌 っ て い る 。 しか し
， 韓愈の 「多情」は同様に 「思 い 多きこ と」を い うと して も， 悲哀の

み な らず感情の 多面的豊 か さまで を包含 して い る 。 つ ま り， 白居易 を 厂多於情」 と評 した王質

夫，それ を序に記 した白居易，席蔓を 「多情」 とした韓愈い ずれ に とっ て も 「多情」 はすで に

感情一般の 豊か さをい う語 と して成立 して い た 。 ただ韓 愈の 残す 「多情」の 使用 は こ の 一例 の

み で
， それ が 後に振 り返れ ば広義の 用法の 典型 を示 して い て も

，
こ の 語 を好ん で表現 を工夫 し

た とまで は 言えない 。 過度の 感傷 をい ま しめ た韓愈 に こ の用例がある とい う事に こ そ む しろ，

艶情 と切断 され た 「多情」の 豊か な側面の 共有が 中唐 にあ っ た こ とが見 える の で はない か 。 六

朝詩 との つ なが りを も示 しつ つ
， そ れ を意識的に工 夫 し拡大 したの は 白居易，劉禹錫であ る 。

その 白居易 には 二 十
一

の 厂多情」の 用例があ り， 彼 の 友人劉禹錫 に は十
一

例が数えられる 。 そ

こ に は六朝詩の 用法を受け継 ぐ狭義の それ も， その 拡大も， それ とは切 れ た韓愈の 示 した広義

の そ れ もあ っ て
，

二 人が 互 い を意識 しつ つ 特に好ん で こ の 語を工 夫 した様子が見て とれ る
。

觸僧付毳褐　　僧に 触れ て毛褐に付 き

留妓冒羅 裳　　妓 を留 め て 羅裳 を冒す
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寡和陽春曲　　和する もの 少なし陽春の 曲

多情騎省郎　　多情な り騎省郎

（白居易 「斐常侍以題薔薇架十八韻見示因廣爲三十韻以和之」）

向背萬態隨低昂　　背 に向か えば万態低昂に隧 う

映葉多情隱羞面　　葉 に 映 じて は多情 に して 羞面 を隠す

（白居易 「牡丹芳」）

　薔薇架に題 した返詩に は
， 風 に 散る バ ラ の 花びらが僧侶の 裾に

， 妓女の 羅裳に つ くこ とを い

っ て 「春風復多情」の 応用で ある 。 三 十韻 に広 げて 返詩 を作 っ て 修辞の 多様 さを示 してみ せ る

ため ，連想 は 二 様に重な り， それ な りの 諧謔味を生 ん で い る 。 ただ ここ の 「多情」 は 「薔薇」

の花の 華麗 を歌 う散騎常侍 の 豊か な趣味を 「騎省郎 の 豊か な趣味の 表わ れ陽春 の 曲に和す る も

の は少 ない 」 と言 っ て 「春風復多情」 の 「多情」 よ り広 い 意味 を持 っ て い る 。

　 「牡丹芳」は 「新樂府」の
一

首で ，そ の主題 は牡丹 ブ
ーム の 過 熱 を冷まし，農業に 身を入れ

よと い うこ とだが ，
こ の 部分は朝 陽 を受 けた鮮やか な牡丹の 姿 に 春女の 多情 を投 影 した もの で

ある 。 二 者い ずれ も六朝風 の 拡大か ら生 まれ た 。

　同 じ応用で も
，

白居易の バ ラ の 花 に 引 き起 され た 「多情」 に対 し て
， 劉 禹錫の 柳絮 の 多情 は

小篇だ けに凝縮 され た印象があ っ て 佳 篇 とい えよう 。

晴天 闇闇雪　　晴天に 闇闇た る雪

來送青春暮　　来 りて青春の 暮れ を送る

無意似多情　　無意な る に多情 に似 て

千家萬家去　　千家万家 に行 く

（劉 禹錫 「柳花詞」）

　 「晴れ の 空　 くらくもおお う　 雪の ご と　 きた りて 送 る　春の くれ　無意 な る に 　多情に も

似 て 　あち こ ちの 　家に とび ゅ く」 と柳 の花 を雪 に見立 て
， 無意 に 多情 を見た 。 こ れな どは連

想の 自然さが あっ て くどさが な く，すで に六朝風 を脱化 して い よ う。

　 「柳花詞」 とい う題に ちな ん で い えば
， 白居易 に は 「楊柳枝詞八首」， 「楊柳 枝二 十韻」 があ

るが ， 後者の 序に 「楊柳枝。 洛下 新聲也。 洛之小妓 ， 有善歌之者。 詞章音韻。 聴可動人，故賦

之」 とあ り， 洛陽の 妓女 の 音曲 ， 舞踊 を楽 しん で い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な ん

　曲罷那能別　　曲罷 りて 那ぞ能 く別れ ん

　情多不 自持　　情多 くして 自持せず

　 （白居易 「楊柳詩二 十韻并序」）

　と， くずおれん ばか りの 舞 い 納 め の 姿 ， 情緒 た っ ぷ りの 曲の 余 韻 を歌 う。 六朝の 遊宴 で も

「情多舞態遅 ，意傾歌 弄緩」 （謝眺 「夜聽妓詩」情多 く して 舞態遅 く　 意傾 きて 歌緩 を弄 す 。 ）

と同 じ 「情多」の 情趣が歌わ れて い るが，その 「楊柳枝」の 曲に寄せた八首で は柳の 風情，曲

の 風情 ばか りで な く，それ を美 妓 に 置 き変えた固有名詞 まで 出 て きて
， 「無限情」 「多情」 「有
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情」 が描か れ る 。 それ に 応 じて 劉禹錫は 「揚枝詞」に 「只縁嫋娜多情思」 と応 じ
， 更 に 先の

「柳花詞」を対置した 。 両者の 応酬の 中で 六朝風が歌 い 広げ られ て い く相が見 て とれ よ う。

依依嫋嫋復青青

若解多情尋小小
　 　 0 　 0

蘇家十女舊知名

句引春風無限情　白雪花繁空撲地　緑絲條弱不勝鶯 （その 三）
　 　 　 　 O 　 O 　 O 　　　 O 　 O 　 O 　 O

緑楊深處是蘇家 （その五 ）

楊柳風前別有情 （そ の 六）
　 　 　 　 　 o 　 o

　 「無限 情」は春風に な び く柳条の風情だが ， 「多情」は柳条の 風情を体 した妓女蘇小小 の そ

れ ， 「有情」 も又 同 じ， 六朝風 を拡大 した こ うした遊戯世界 の 「多情」 「有情」 は
，

こ と に 晩唐

の 諸作に 受け つ が れ る
。 他 に劉禹錫 に は 白居易の 舞妓を歌 っ た 「憶春草」（春草は 舞妓の 名）

に も 「處 々 多情洛陽道」 とい い 共通 の遊宴の 中で
， 艶情 と して の 「多情」を様々 に 工夫拡大 し

て い る 。

一方 白居易 と風流 をと もに した劉 禹錫 の 応酬 の 詩 には別 に 二 つ の 「多情」が示 されて

い る 。

舊相臨戎非稱意　詞人作尹本多情

（「和樂天洛下醉吟太原令孤相公兼見懐長句」）

槿衰猶強笑 ， 蓮迥郤多情

（「酬 樂天 感秋涼見寄」）

　バ ラ，牡丹 ，柳絮，柳条，柳条 に も似 た妓女 とい うの は六朝風 の拡大の 中で捉え られる とし

て
， 軍事 を担 う太原の 令孤相公の 多情 は勿論風 流韻事の それ だが ，辺塵 を静 め，塞下曲 を歌 う

人の 多情で六朝風 とはかな りへ だた っ た彼ら独 自の もの もあらわれ，秋の 風情 を感 じる多情 も

顔 を の ぞ かせ る 。

　白居易 「長恨歌」序は王質夫の 言葉を引 い てすで に多情 を自負する もの だが ， 賞春 ， それ も

残 りの 春 ，遠方 の 春 を尋 ね る 自分 を 「多情」 と自負す る詩が ある 。

忽憶芳時頻酩酊

郤尋醉 処重斐 回

杏花結子春深後

誰解多情又獨 来

（「重尋杏園」）

忽ち芳時頻 りに 酩酊せ し こ とを憶ふ

郤 っ て 酔処 を尋ね重 ねて 斐 回す
　 　 み

杏花子 を結びて春深 き後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き た

誰か解 さん多情 に し て 又独 り来る を

花の 季 節をめ で る は通常の 事 ， 残 りの 春 を解す るは我の み と 「多情」を自負す る 。

村南無限桃花發　唯我多情獨 自來

（「下邦荘南桃花」）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

「情］ の 語義の 展開と詩語 「多情」の 成立 に つ い て 15

今日多情唯我到　毎年無故爲誰開

（「玉泉寺南三 里澗下多深紅躑躅繁懿殊常感惜題詩以示遊者）

　人の 行か ぬ 遠路に も賞春の 為に は出か ける感情の 豊か さを 自負する 。 王徳の 「春詞」の よう

な単純な春の 讃歌か らすれば余程春の 捉え方自体が深ま っ て い ようし，已 に春愁が は らまれて

い る 。 こ の 感情を もっ と拡 大すれば春秋季節を問わ ぬ こ ととな り， 事柄 も風流韻事には限 らぬ

事 とな る 。

莫悲金谷園 中月　 悲 しむ莫れ金谷 園中の 月 を

莫歎天津橋上春　歎 く莫れ天津橋上 の 春 を

若學多情尋往事　若 し多情を学ば ん とせ ば 往事を尋ね よ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 いロずれ の と こ ろ 　こ こ る　　い た

人間何處不 傷神　人 間何処か神 を傷 ま しめ ざらん

（「和友人洛 中春感」）

　月をめ で
， 春 をめ で る楽 しみ には い つ も哀情が潜 ん で い る 。

こ こ に 「多情」 とい う感情 は

「傷心」 と表裏である こ とを知る 。 春 をめ で る事を風 流，有情 とすれ ば，残 りの 春 を求め る も

の は更 に 「多情」， 「情に 多なる」 者の 自負だ が ， 多情 を学ばん には風流 は い らぬ
， 往事を尋 ね

れ ば よ い
，

こ の 世 の ど こ に も傷心 の 事に溢れ て い る とい う。
こ の 認識 は ，い ままで の 興趣 の 領

域 に あ っ た多情を超えて
， 白居易の 「多情」の 到達点 を示すで あろ う 。 もう

一
つ 多情 と傷心の

関わ りをひ ね っ て 見せ た の が次 の 句で ある 。

處處傷心心始知　処処 に 傷心 して 心始め て 知る

多情不 及少情人　多情なるは少情の 人に及 ばざる を

（「劉家花」）

　 「劉 家墻上 花還た 開 き，李十 門前草又春な り」 に 続 く二 句で
， 賞春 は春愁 とな っ て

， 多情 は

傷心の 種 ，
い っ そ少情の 人の 方が ま し とひ ね っ て 見せ た句で ある

。 「『多情』 とい うこ とは すば

らしい こ とだ，こ の すば らしさは 『少情』の 人 に はわか らな い の だ 。 」
〔注 6 ）

とい う鈴木修次氏

の 解は とらな い
。 有情は悲 しみ の 種 ， 無情で あ りた い と い っ た 阮籍の 矛盾ほ どの 緊張感 はな く，

一
ひね りした多情 自慢で ある。

　白居易 の 複数例 と して の 「多情」 に は
， 他 に老 い て なお多情 をい う例が二 例見 られる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 もの う

老慵 雖省事　　老 い て 慵 く事 を省 くと雖 も

春誘尚多情　　春 の 誘い に尚お多情 な り

（「洛橋寒食 日作十韻）

老大多情足往還　老大多情に して往還足る

招僧待客夜 開關　僧 を招 き客 に待 し夜 関を開 く

（「詠懐寄皇甫朗之」）
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　前者は
， 老い て 哀えぬ 風流多情を い い

， 後者は老い て なお退隠とは裏腹の 人 ま じ りに忙 しい

こ とをい う。
こ の 老い て なお 「多情」は，詩人 として の 自負が感じられる健康な もの だが晩唐

になる と少 しく凄惨 を帯 びた もの に な っ て ゆ く。

　以上 に 見 る 白居易の 「多情」 は
， 賞春 （春愁）の 風流 をい う 「多情」 を核 とする が ，傷心を

契機として ，感情
一般 へ 拡大する相が見えて い る 。

　とすれば
，

ここ に取 り上げない 複数例で ない 「多情」も， その 様 々 な様相の 一
つ と解 され る 。

書 を鑑賞す る心 ，わ ざわざ出迎 える思い や り，死 して 七年 の 馬に 対する い た み
， 柳の 老樹の 風

情，春に片づ けられる温炉，器物にす ら引きお こ され る多情と，彼の 感受性，詩心 を刺激す る

もの 様 々 の 「多情」が表現 される 。

　こ の 詩を め ぐる白居易 と劉 禹錫の 交流 の 深 さは ， 六朝風 の拡大の 所で已 に述 べ たが ， 劉禹錫

以上 の 交流 の あ っ た元槇に
一例 も見 えな い 事は

，
こ の 語 に対する好み が ， 白 ・劉 に こ と に強か

っ た
一

面 を示 し て い よ う。

　白居易は 元槇に あて た詩で 三例の 「多情」 を用 い
， その うち 二 例 は元槇を 「多情」の 人 と し

て 称揚 し，
一

つ は互 い の 「多情」 をい う。 しか し，そ の元槇は白劉が 「多情」 で い う所 を既製

の 「多感 ・多思」で そ れ を い う 。

唯有多情 元侍御　繍衣 不惜拂塵看

（白居易 「駱驛舊題詩」）

山郵花木似平 陽　愁殺多情驢馬郎

（白居易 「亞枝花」）

今朝共語方同悔　不解多情先寄詩

（白居易 「江樓月」）

　い ずれ も 「酬和元九東川路詩十二 首」の うちの三首，自ら の 旧題の詩を繍衣で塵 を払 っ て見

て くれる元槇 ， 山郵 の桃花 を見て
， 両 人曽遊 の 平陽の 桃花 を思 い 起 こ して い る元槇 を 「多情」

の 人 と称 し，嘉陵江 ， 曲江両地 に同月同 日 の 月を見て ，互 い に詩を寄せ あ っ た こ と を 「多情」

を解 さぬ こ とで あ っ た と語 り合 う。

莫怪逢君涙毎盈　仲 由多感有深情
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a 　 　

（元槇 「贈咸陽少府肅郎」〉

采之諒多思　幽贈何 由果
　 　 　 o　 　

（元槇 「紅勺藥」）

平生本多思　况復老逢春
　 　 　 　　 　

（元槇 「贈態士登」）
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　こ れ ら は 白劉 の 「多情」の 例 に な ら えば い ずれ も 「多情」に 置 き換え られ る 詩境で ある
。

「多感」は平仄 の 都合で 動か な い とし て も， 「多思」は伝統的用 法を拡大 して
， 平生 の 「多思」

勺薬 を采る 「多思」と白劉の 「多情」に非常に近 い
。 白劉 と詩境を ともに して も

， 元槇が必ず

しも 「多情」の 語で それを しな い こ と，広 く中唐詩人 に二 人程 の 多 くの 用例 を検索 しえな い こ

とに ，白劉二 入の こ の 語 に対 する思い 入 れ の 深 さをみ る 。 ちなみ に劉 禹錫 に は旧題詩を塵 を払

っ て見 る 「多情」に対 して，破れ屏風の画を塵を払っ て見る 「多情」が対置 され
， 両者 の 「多

情」好み は意識 され た影響関係 に あ っ た 。

唯有多情往 来客　強將衫袖拂埃塵

（劉 禹錫 「燕爾館破屏風所晝至精人多歎賞題之」）

　劉 禹錫の 「多情」 は以上 に 白居易 と関連の 見 える もの の み取 り上げて きたが ， 直接 にそ れ を

見い 出せ ぬ例 に彼独自の 「多情」が み える 。

钁鑠掾鞍時騁　殷勤把酒尚多情

（「贈致仕滕庶子先輩時及第人 中最老」）

東道諸侯皆故人　留連必是多情處

（「送廖參謀東遊二 首」）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や ま い

官冷如漿病滿身　官冷や か な る こ と漿 の 如 く病身に 満つ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ ぎ

凌寒不易過天津　寒 を凌 ぎ天津 を過 り易か らず

少年留取多情興　少年は留守す多情の 興

請待花時作主人　請 う花の 時 を待ちて 主人 とならん

（「酬思黯代晋見戲」一
作牛相見寄）

　科挙の 試験 を最年長で 合格 した先輩の 思 い ，友情厚 き こ とを言 っ て ，ま さ に 感情 の 諸相 を捉

えて い る 。 賞春の 風流は本来若者の もの
， 多病 に して その 少年の 心 を失 わ ぬ 心 意気の ような も

の が感 じられる多情で あ る 。
こ の 少年多情 に 関わ っ て は晩唐 に 多 くの 展 開を見 る 。

　韓愈の 「多情」は
，

六 朝艶情の 面 を切 断して
， 思 い 多きこ と感情 の 豊 か さを言 っ たが ， 六 朝

歌謡とつ なが る もの を含み つ つ ，様々 の 感情を歌 っ て 見せ たの が
， 白居 易 ， 劉禹錫 で あ っ た 。

「多情」は こ こ に狭 く使 えば艶情 ， 幾分広げて ，風流傷心 の 情 ，広 く使 えば感情一般 の 豊 か さ

を言 う言葉 と して成立 した 。 「多懐 ，多念 ， 多思」が
一

定の 悲哀と結 び つ い た
一

面性 を超 えて
，

それ らを包摂 しつ つ ，感情全体を覆 っ て 思 い 多きこ とをい う語 と して定着 した とも言 え よ う。

狭義 の 「多情」 に つ い て 言 えば
， 蘇小小や春草 とい う妓女，舞女 を歌 っ た 白劉 の 延長 に は，晩

唐に杜牧の よ うに ，妓女 との 恋愛を大胆 に描 く典型 も生 まれ て くる 。
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七 ， 晩唐詩 に見 る 「多情」

　 「多情」 を歌 っ て 最 もよ く知 られ た詩は
， 杜牧の 贈別で あ り， 『佩文韻府』は韓愈の 例の 後

に こ れを引 く。 それがこ の 語の もつ 狭義の 典型 を示 して い る 。

多情却似總無情　多情は却っ て似た り蘿て 無情なる に

唯覚樽前笑不成　唯覚ゆ樽前笑い の 成 ら ざる を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま

蝋燭有心還惜別　蝋燭心有 りて還 た別れ を惜 しむ

替人垂涙到天明　人に替わ りて 涙 を垂れ天 明に到 る

（杜牧 「贈別」そ の 二）

　妓女 との 別れ に歌 っ た もの で 「（溢れ る思い は様 々 に あ るが
， 素振 りに は出せ ない ）多情 は

まる で 無情そ の もの ，酒 を前に して笑い も浮かば ない
。 心あ るか，蝋燭だ けはそれ で も別れ を

惜 しん で くれ ，私の ため に 朝まで 涙 を流 し続けて くれ る 。 」 と い う。

　情の 両 極の 「多情」 と 「無情1 を対 比 して ， 思 い 切 り屈折 した表現でお の れ の多情 をい っ て

見せ る 。 六朝詩 な らば無情無心 の 役 を演 じる蝋燭 に
， 「芯」 と 「心」 の 相関語 を契機 に 「有情」

の 役を振 る 。 仕掛 に満ちた技巧 と も， 言葉 の 遊戯 ともい えよ う 。 こ の 連作の
一

首目に は 「春風

十里 揚州路 ，巻上珠簾總不如」 （あ ちこ ち の 妓女が珠の す だれ を巻 き上 げて私 を覗 くが
， 誰 も

お前 に か な わ な い ）と
，

二 首 とは逆 に リア ル な描写で すで に その 有情は語 られて い る 。

− −
首目

の 直叙 にか わ る こ の 「多情」 は深 い 陰影を持 っ て ，男女 の 中に横たわる複雑な感情をイメ
ージ

させ る で あ ろ う。

　 「多情」 とい えば
， まず杜牧の こ の 詩が 思い 浮かぶ の だが ， 杜牧 は こ れ以外 に 「多情」の 用

例 を
一

例 しか残 して い な い
。 それ で い て こ の 詩が狭義 の 「多情」の 典型 と され る の は

，
こ の 詩

の 巧み さばか りで な く， 遊蕩児 として の 彼 の 浮名の 高さに もよるで あろ う。 そ れ を自他共 に認

め て
， 「十年一覚揚州夢　贏得青楼薄倖 名」 （「遺懷」）と歌 っ た句は ，「江 南春」 とともに 最 も

人口 に會朕 した詩で あ っ た 。 また 同時代人 に は 「年少多情杜 牧之　風流仍作杜 秋詩」 （張祐

「讀池州杜員外杜秋詩」） とも歌 われる ほ ど， 彼 自身に 「多情」の 印象が深 か っ た。揚 州で の後

ろ盾で あ っ た牛僧孺 はその あ ま りの 郭通 い を心配 して密か に護衛役 を つ け，後 年それ を知 っ た

杜牧は感涙 に むせ んだ とい うエ ピ ソ ー ドも伝わ っ て い る 。

　杜牧 の 「多情」は男女 の こ とに関わ っ て 思 い 多きこ とを い うそれ で
， 六朝詩 に数例 見 られた

「多情」は い ずれ もこ の 艶情の 意であ り，
こ の 語の発生か らして持たれて い たイメ

ージで あ り，

それ を拡大 した 白劉 も
， 妓女 ， 舞女の それ を写 しは したが

， 己れ の 恋の 物語 まで は描かなか っ

た
。 そ の 狭義の 「多情」の極端が示された 典型で あろ う。

　晩唐の 「多情」は杜牧 に 見る よ うに艶情 と して の それと
， 風流傷心の 「多情」 に 特色があ っ

て
，

そ れ は白居易の 賞春など較べ て
，

艶情と傷心 をよ り色濃 くした もの で ある 。 多 くの 用例 を

残す韓儷 （入例 ）韋荘 （七例）い ずれ もそ の 傾向にあ る。

　例えば韓幄 の 「六言三 首」は リズ ム 自体 「二 ，
二

，
二 」 と特殊で

， 最後の 二 句を除 い て 「名

詞＋名詞 ＋述語」な ど変型の 面白さ を狙 っ た歌謡調 とい える もの で遊 郭その もの を写 して い

る 。
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春樓處子傾城　金 陵狎客多情　朝雲暮雨會合 　羅議繍被逢迎 　華山梧桐相覆　蠻江荳蒄連生

幽歡不盡告別　秋河悵望平明 （韓倔 「六言三首」）

　一 ・二 句が妓女と遊客の 登場，三 ・四句が 出会 い
， 出迎え

，
五 ・六 「華山の 梧桐箱覆い ，蛮

　 　 　 つ ら な

江 の 荳蒄連 り生ず」 は男女の や りと りの 暗喩 ， 七 ・
八句は後朝の 別れ と妓楼の

一
夜 を写 し ， 遊

客の 多情 をい う。 「神女賦」世界の 「朝雲 暮雨」は完全 に 人間の 遊郭 に置 きか え られ
， その 暗

喩性は一
段と現実に近づ く。

　また
， 韋荘の 「傷灼灼」 は蜀の 麗人灼灼 の 零落 を歌 っ て 小説 よ り奇 なる ノ ン フ ィ ク シ ョ ン 中

に物語性をか もす 。

傷灼灼 灼灼，蜀之 麗 人 也 。近 聞貧且 2 ．祖 落于成 都酒 市中，因以 四韻 弔之 。

嘗聞灼灼麗於花　雲髻盤時未破瓜　桃臉曼長横緑水，玉肌香膩透紅紗　多情不 住神仙界　薄

命曾嫌富貴家　流落錦江無處問　斷魂飛作碧天霞

　「多情 に して 繍描界に住 まず薄命に して 曽 っ て 富貴の 家 を嫌 う」が故に 成都の 酒市 に落魄 し

老醜を露 した哀れ を，「錦江に流落 し問 うに処な し　断魂は 飛 び て 碧天 の 霞 とな る 」 と
， 霞の

彼方に とか し込んだ 。 蘇小小 の 多情 を点綴 した 白居 易よ り何歩 も進ん だ時点で 美人落魄の 物語

性 を写 して 艶情 の 描写はそ れ 自体 の 情緒 を楽 しむ
一

分野 の 詩 とな っ て い る 。

　韓幄には詩題その もの を 「多情」 とする詩が あ っ て ，春愁 を主題 とする所 は 中唐 をつ ぐが，

その 「多情」 は已 に 惑溺 の 姿を示 して い る 。 その 初め の 二 句 に い う 。

天遣多情不 自持　天は多情を遣 して 自持せ しめず

多情兼與病相宜　多情 は兼ぞ購
’
と相 い 萓し

　 「天は私 に多情 を与えたが た め に 自らを持 する こ とが 出来な い 。 多情 とは病 い に似 合 っ た も

の だ 。 」とい うこ の 句に続 く部分 は 「蜂偸野蜜初 嘗處　鶯啄含桃欲咽時」 とあ っ て ，全体 は賞

春 の 主題だが ， 巳に 冒頭 の 二 句で その 傷心 は くず おれそうな風情で
， 深 ま りは深 ま りと して も

退 廃と隣 り合せ であ る 。

　韋荘 に は 「古別離」 と題する作が二 首あ っ て
， その い ずれ に も 「

一
作多情」 とあ るが ， その

主題 は 春愁 と別 離で あ っ て ， 内容か ら 「多情」を題 とす る本が あ っ た。

一
生風月供惆悵　

一
生 の 風月惆悵を供 し

到處煙花恨別離　到る処の 煙花別離 を恨 む
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いず

止竟多情何處好　止竟多情何れの 処 か好 き

少年長抱少年 悲　少年長 く抱 く少年 の 悲 しみ

（「古離別」一一
作多情）

　風月，煙花の 与 える傷心 は
， 春 をめ で 月をめ で る中に 滲み出た もの だが，その 深 さを表現 し

て ，こ こ に は め で る要素 よ りも悲哀傷心 の 方が 色濃 い ，「花時を待ち て主 人 とな らん」 と い っ
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た劉禹錫 の 少年に 比 べ て
， 歓楽の 後の 哀情ば か りが強 く示 され ， 悲 しみ の 中に こ そ多情の 本質

がある と い う。

　韓幄は巳 に 「多情は兼ねて病 い と相宜 し」 とい っ たが ， 韋荘に も 「多情」を病とする 自覚が

あ っ た し， 李商隠 も 「驪疾」 と題 して 「多情眞命薄 ， 容易即 迥腸」と
， それを言 っ て ， 晩唐詩

人に は
， 「多情」 は 白居 易の よ うに気楽に 自負 で きる もの で な か っ た 。

こ こ に も文化が 成熟か

ら爛熟に向か う相が 出て い る
。

纔喜新春己暮春 ， 多陽吟殺倚樓人 。 錦江 風散霏雨 ， 花市香飄漠漠塵 。 今日 尚追巫 峡夢 ， 少年

應遇洛川神 。 有時 自患多情病 ， 莫是生前宋玉身　 （韋荘 「奉和左司郎 中春物 暗度感 而成章」）

　題 に い う通 り暮春の 愁 い を歌 っ た詩だが，こ の 傷心多情は病 と意識 され ， 少年の 多情 には巳

に 宋玉 の 多情 ，
巫 山の 雲夢が色ど られて い る 。

　む しろ晩唐の 「多情」は，こ の傷心の 深さ，宋玉的艶情 を色濃 くする もの で，専 ら歌曲に の

せ られた 「詞」で はそ うした情緒 を楽しもうと し，その表現 を競 うこ と に な る 。 晩唐以 後，隆

盛 を迎 える 「宋詞」の 世界で は
， 艶情をた ゆわせ る こ と自体 を楽しみ とし ， 「多情」は つ い に

は恋人 を表 わす人称代 名詞 に す らなる 。
こ こ で は韋荘 の 「天仙子」 とい う詞牌 の作 を上 げて お

こ う。

悵望前回夢裏期 ，

看花不語苦尋思 。

露桃宮裏小腰肢 ，

眉眼細 ， 鬢雲垂 。

惟有多情宋玉知 。

（韋荘 「天仙子」）

　 　 　 　 　 ゆ め の うち

悵望す前 回夢里 に 期せ しを

花を看て語 らず思 い を尋ぬ る に苦 しむ

露桃の 宮裏の小腰肢

眉眼 は細 く， 鬢雲垂る

惟多情は宋玉 の み知るあ り

　以 上 中晩唐の 「多情」定着の 様相 をよ り多 くの 用例 を示す 白居易 ・劉禹錫，韓惺 ・葦荘の 作

品に見て きた、それ らは い ずれ も彼 らの 「多情」好み を反映 して
， 同時代で は 目立 っ た存在だ

が ，
こ こに取 り上 げなか っ た

一
，

二例の 使用 を見せ る詩入 の作品 も同様 の 傾向の 申にあ る 。 唐

詩選集の 中で は 『三体詩』に三 首 厂多情」の使用が認め られる 。 これ ら
一

例 だけを示す詩人の

作が
，

これ まで に示 した 中唐 ，晩唐 の 用法 と傾 向を 同 じ くす る ところ に広 く時代に受け 入 れ ら

れ て い た共通の イメ
ージの広が りを見 うるで あろ う。 申唐

・
唐彦謙の 「多情」は戦乱 に引 き起

こ され る 「多情」 を ， 晩唐 ・張健 ・雍陶の それは傷心の 色濃 い 春愁を歌 う。 最後 に その 例 を示

してお こ う。

欲寫愁腸愧不才　愁腸を写 さん と欲 して不才を愧 じ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ft ん ろ く

多情練漉 己低摧　多情練漉 して己に低摧す

窮郊二 月初別離 　窮郊二 月初 め て 別離せ しに

獨倚寒村麒野梅　独 り寒村に倚 りて野 の梅 を嗅 ぐ

（唐彦謙 「韋曲」）
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　 　 　 　 　 　 　 　 は な は

酷憐風月爲多情　酷だ風 月を憐み て多情た り

還到春時別恨生　還た春時に 到 りて 別恨生 ず

倚柱尋思倍惆悵　柱に 倚 りて 思 を尋ぬ れ げ禧袖悵 し

一
場春夢不分明　

一場 の 春夢分 明ならず

（張挺 「寄人」）

莫怪頻過有酒家　怪 しむ莫れ頻 りに過 ぎり酒家ある に

多情長是惜華年　多情 に して 長 く是れ華年 を惜 しむ

春風堪賞還堪恨　春風賞する に堪え還た恨むに堪ゆ
　 　 　 　 　 　 　 　 た わ

纔見 開花又 落花　纔かに開花 を見 しに又落花 あ り

（雍 陶 「過南鄰 r它園」）

　唐彦謙 「韋曲」 は戦乱 を逃れ て 身 を寄せ た王重栄の 死 を悼 ん だ もの 。 晋の 乱に
， 終 日花 を と

っ て 嗅ぎ，無言で あ っ た王羲之 に 自らを重ね ， 練絹が酒 を漉すに 目づ ま りし役立 た ぬ よ うに
，

くさ ぐさの 思 い
， 愁腸 を写 し難 い と い う。 中唐の 獲得 した広義の 「多情」で ある 。

　張健 ， 雍陶の そ れは ，春愁，風流傷心 を言 っ て
， 晩唐 的惆悵 の 深 さを示 し ， 酒家通 い を示 し

て，その 晩唐風 は詳説 を要 しな い
。

こ の よ うに 白劉 ・韋韓の 示 した もの は同時代の イ メ ージの

中に 共有 されて い た 。

　 『詩経』 は 「心，我心」 と言 っ て 感情 を直叙 した が ， 屈原 は 「心」， 「性」の働 きとして の

「情」 を対象化 した 。 屈原 の 「情」 は 己の 高潔を い う事 に と らわ れ て い たが ，彼の 弟子 宋玉 は

「悲秋」の 情 ， 男女の 情を歌 っ た
。 竹林 に荘 老を語 っ た 阮籍 は

， 哲学的に は 「無情」 をめ ざす

程，有情の 悲 しみ が深か っ た 。

　その 後魏晋の 思 い の 深 さは 「多懐 ・多念 ・多思情 ・多思」 と歌 わ れ．他 に 情の 語彙は 様々 の

表れ を示す 。 東晋以後，遊宴の 席で ，軽 さをもっ て 「多情」が艶情の 意で使われた 。

　中唐以後 ，文化 の 成熟 と ともに 人間の 感情 の 多様 な面 を見 つ め て 「多情」の 詩語が使 わ れ る

ようにな り，そ れ は 狭義 には 「艶情」，い くぶ ん 拡大 して 風流傷 心 を表 した 。 六朝風 と切 れ た

広義 の それ は感情
一

般の 豊か さ
， それ に 引 き起 こ され る 「多情」 を新た に 獲得 した 。 晩唐詩は

む しろ 狭義の 「多情」に執 して
， 風流傷心の 深ま りは病 と意識 され る程 とな り， 爛熟 ， 滅び の

時代 を色 どる こ と とな っ た 。 以上 が 「情」の 語の 展開 と 「多情」定着 の相で ある 。
こ の 「多情」

は宋詞の世界で は
， 楽 しむ べ き艶情の 情緒 とな っ て

， 歌謡 の 世界の 基本的情調 と して確か な位

置 を占めて い く事 に な る 。

注

（1） 白川 静著 『語経 国 風亅平凡社 （東洋文庫）　 望 は 亡 の 同音 の 仮借 と される 。
  　王 逸注 「言解居父聘乎呉，過陳之墓門，見婦人負其子，欲與之婬渋，肆其情欲 。 婦人引詩刺之 日，墓

　　門有棘，有鴉萃止 。 故日，繁鳥萃棘也 。 言墓門有棘，雖無人棘上猶有鶚，汝獨不愧也 。 」
（3） 拙論 「1闊情賦』の材源 に つ い て 」漢文學會會報　第二 十九号　参照

  　 『芭蕉句集亅 （発句篇二 七 三 ）岩波書店 旧 本古典文学大系45」
  　 「廉公 之 思 趙 將 ， 呉子 之 泣西河 ，

人 之 情 也 」 に 李善 は次 の 注 を つ け て い る 。

　　 「史記 日，廉頗將軍爲趙伐齊大破之，拝爲上卿 。 趙孝成王卒，悼襄王立使樂乘代之 。 頗怒攻樂乘，遂

　　奔魏之大梁，久之，魏王不 能信用，而趙亦數困於秦兵。趙王思復得廉頗。廉頗亦思復用於趙。以爲老
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　　遂不召 。 呂子春秋日，呉起治西河 。 王 錯譖之魏武侯 。 武侯使人召呉起 ， 至岸門止車立 ， 望西河泣數下 。

　　（以 下略）」

（6）　 『人生有情一警策の こ とば亅東京書籍
（7）　 「有悲則有情，無情亦無悲。苟非嬰網置，何必 萬里畿。翔風拂重霄，慶雲招所晞。灰心寄枯宅，掲顧

　　人間姿 。 始得忘我難 ， 焉知嘸自遣 。」 （古直 『阮嗣宗詩箋1）
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